
2024年度生態工学会 第 1回理事会 
日 時：2024 年 5月 29日（水）14:30～15:30 

場 所：ハイブリッド開催（東京文化会館・zoom） 

 

【総務委員会】 

2023年度総務委員会活動報告 

 

下記のように報告がなされた。 

 

(1) 2023年度総会 

   総会（2023年6月24日開催：高崎健康福祉大学農学部10号館）では、2022年度の活動報告、会計（監査）

報告、2023年度事業計画および予算について審議し、承認された。 

 

(2) 理事会 

1）第１回理事会 

2023年 5月 31日にハイブリッド開催（東京文化会館、Zoom）し、2023年度年次総会の議 

案を審議し、承認された。 

   2）第 2回理事会 

     2023年 11月 1日にハイブリッド開催（東京文化会館、Zoom）し、各委員会活動の中間報 

告と今後の予定について審議・承認がなされた。また、2024年度年次大会の開催場所、 

日程が審議され、2024年 6月 29-30日、愛媛大学での開催が承認された。 

3）第 3回理事会 

2024年 2月 28日にハイブリッド開催（東京文化会館、Zoom）し、2023年度年次大会の準備状況が報告

された。また、学会賞候補者の選考結果等の案件について審議、承認された。 

 

(3) 総務委員会 

   総務委員会を 3 回（2023 年 5 月 31 日、11 月 1 日、2024 年 2 月 28 日）開催し、委員会活動全般につき協

議した。 

 

(4) 会員状況 

会員数：2024年 5月 28日現在（カッコ内は 2024年 2月 27日からの増減） 

終身会員 1名（増減なし） 

正会員 317名（2名増） 

学生会員 78名(2名増)  

合計 396名(4名増） 

 

賛助会員数：5団体 6口（増減なし） 

ダイキン工業株式会社(2口)、ホテイ産業研究所(1口)、 

宇宙システム開発株式会社（１口）、クリムゾンインタラクティブ(1口)、 

プライムデリカ株式会社（1口） 

 

会費納入状況： 37/ 167人（約 22％） 

※会費免除：40人  

 

(5) 審議事項 

・日本工学会 令和 6年度第 1回会長・フェロー懇談会への参加について、船田会長にご出 

席いただくこととなった。 

・遠山椿吉記念 第 9回 食と環境の科学賞の募集について、希望者があれば事務局にご 

連絡いただくこととなった。 

・日本地球惑星科学連合 第 30回学協会長会議開催への参加について、船田会長にご都 

合を調整いただくこととなった。 

・桜井誠人理事の副会長への推薦が承認され、総会にて決議を行うこととなった。 

・年度内に年会費の納入が確認できなかった会員については、翌年度から学会誌の送付を 



停止することとなった。 

 

(6) 報告事項 

・2024年度 日本農業工学会賞表彰式・フェロー授賞式、受賞講演会が 5月 12日に開催され、当会からは

増田篤稔副会長に「日本農業工学会賞 2024」、宮嶋宏行副会長、土肥哲哉副会長にフェローの称号が

授与された。 

・大政謙次名誉会員が令和 6年春の叙勲において瑞宝中綬章を受章された。 

・日本農業工学会の正会員代議員に齋藤高弘副会長、国際会員代議員に遠藤良輔理事を推薦した。 

・「国際植物の日」の趣旨に賛同を表明した。 

 

 

2024年度総務委員会事業計画 

 

下記の計画が発表された。 

 

(1) 学会運営 

財政的にも自立し、従来にも増して効率的な運営をはかる。事務局業務を委託している株式会社アドスリ

ーとの連携を密にし、適切で遅滞のない運営を行う。 

 

(2) 学会活動の活性化 

定例シンポジウム開催を定常化し、研究部会活動を推進するなど、学会活動の一層の活性化をはかる。 

 

(3) 支部活動の支援 

支部によるシンポジウム開催などの活動を積極的に支援し、支部活動を含めた学会活動全体の活性化に

努める。 

 

(4) 会員数の拡大 

年次大会・イベント等を通じ、魅力ある学会をPRし、勧誘に努める。 

 

以上 

 

 



 

【編集委員会】 

2023年度編集委員会活動報告 

 

下記のように報告がなされた。 

 

(1) 生態工学会誌の発刊 

生態工学会誌「生態工学」35巻 2号～36巻 1号(2023年 4月、7月、10月、2024年 1月発刊)を発行した（内

容：原著論文 8、短報 1、ニュース・企画・報告 0，お知らせ，投稿規程、総ページ数 121）。なお、2024年 4月

10日時点で査読中の原著論文は 0報、著者修正中の原著論文が 1報、受理済みの原著論文が 0報であり、

短報は査読中・修正中・受理済み全て 0報である。 

また、36巻 1号までをＪ－ＳＴＡＧＥ上の電子ジャーナルとして公開した。 

 

2023年度「生態工学」掲載論文一覧 

種類 第 35巻   第 36巻 

 ２ ３ ４ １ 

特別寄稿     

特集論文     

原著論文 1 1 1 5 

短報 
 

1  
 

総合論文     

解説・資料     

受賞記念寄稿     

ニュース・企画・報告     

 

(2) 編集委員会の実施 

2023年度は 6回（定例会議 4回、臨時会議 2回）のメール会議を実施した。 

 

(3) 学会賞の推薦 

奨励賞として以下の 3件を推薦した。 

・35巻 1号 Nostoc sp. HK-01 の生活環における細胞外物質の紫外線防御と発芽と細 

胞分化への貢献（英文） 

オン 碧、ほか 

・35巻 2号育苗施設におけるワサビ苗の生育におよぼす環境影響評価およびそれに基 

づく静岡県近郊におけるワサビ生産適地の探索 

風岡 菜月、 ほか 

・35巻 3号 店頭生育維持システムにおける光環境の違いがスイートバジルの香りに及 

ぼす影響の評価 

坂口 直己、ほか 

論文賞として以下 1件を推薦した。 

・34巻 4号 高濃度 6価クロム含有メッキ工場廃水の簡易処理方法 

掛川 寿夫、ほか 

 

(4) 内規の更新 

臨時メール会議を行い、編集委員会委員長等が共著に含まれる際の査読プロセスに関して、以下のような

取扱いとすることを定めた。 

* 投稿された論文の（共）著者に編集委員長および論文担当が含まれる場合の査読について 

・論文（共）著者に分野論文担当が含まれる場合、編集委員長もしくは編集副委員長が論 

文担当の役割を担う。 

 

・論文（共）著者に編集委員長が含まれる場合、「Referee Checklist」の宛名および論文受 

理時の「受理通知」の発行者を編集委員長から編集副委員長に変更する。 



 

 

2024年度編集委員会 事業計画 

 

下記の計画が発表された。 

 

(1) 生態工学会誌の発刊 

36巻 2号～37巻 1号までの計 4回の発刊を行う。随時、特集企画を組んで紙面の充実を図るとともに、総

合論文、特集記事などの投稿依頼を積極的に行う。また、生態工学会学術賞受賞者に寄稿をお願いする。

さらに、原著論文の投稿増加を目指す。 
 

(2) 投稿規程等の整備 

必要に応じて投稿規程等を実態に即した形に随時改定する。 

 

(3) 原著論文の査読体制についての整備 

必要に応じて原著論文の査読体制をより迅速なものにするための改定を行なう。 

 

(4) 学会誌電子ジャーナルの公開 

今年度も科学技術情報発信・流通総合システム「J-STAGE」において、本学会誌を電子ジャーナルとして公

開する。公開に関する詳細については、利用状況を参考にしながら必要に応じ改定する。 

 

以上 
 

 

 



【企画委員会】 

2023年度企画委員会活動報告 

 

下記のように報告がなされた。 

 

(1) 日本地球惑星科学連合2023年大会（合同開催） 

日  時：2023年5月21日（日）～5月26日（金） 

会  場：幕張メッセ、オンライン（ハイブリット方式） 

主  催：日本地球惑星科学連合 

特記事項：5月21日（日）にセッション「圏外環境における閉鎖生態系と生物システムおよび 

その応用」において、口頭発表4件（13:45～15:00）、現地ポスター発表5件（17:15～18:45）を実施

した。また、同日にポスターフラッシュトーク(15:00-15:15)、およびオンラインポスター発表（15:30

～17:00）を実施した。 

 

(2) 2023年度生態工学会年次大会（主催） 

日  時：2023年6月23日（金）～6月25日（日） 

会  場：高崎健康福祉大学 

参加人数：85名 

特記事項： 

◼ エクスカーション「ファームドゥ中里農場」 参加20名 

◼ 一般セッション口頭発表 13件、ポスターセッション 19件 

◼ オーガナイズドセッション 2件 

「宇宙居住ビジネスの最前線」  宇宙事業推進委員会、CELSS委員会 

日本を元気にするNPOの活動」 NPO法人蔵前バイオエネルギー  

◼ 特別講演会 「循環型社会の構築と地域資源」 

「群馬県農業のグリーン化について」 

群馬県農政部技術支援課 グリーン農業推進主監 石井隆志 

「営農型太陽光発電事業」 

ファームドゥホールディングス株式会社 代表取締役社長 岩井雅之 

「群馬県のバイオマスの取組と循環型社会の構築」 

（一社）日本有機資源協会主幹  土肥哲哉 

「陸上養殖産業と循環型社会」 

 東京海洋大学学術研究院 准教授  遠藤雅人 

◼ 新田慶治名誉会長追悼講演 
「若き日の新田慶治先生」            生態工学会 特別理事 木部勢至朗 

「CELSS研究と生態工学へ」        生態工学会 顧問   多胡靖宏 

◼ 次世代応援シンポジウム２０２３ 次世代科学社会活性化委員会 

「NAGOMI会の活動現状と新たな企画」 

 

(3) 農業環境工学関連学会 2023年合同大会（共催） 

日  時：2023年9月4日（月）～9月8日（金） 

会  場：筑波大学春日地区、つくば国際会議場（茨城県つくば市） 

特記事項：9月6日（水）農業環境工学関連学会2023年合同大会公開シンポジウム-農業環境工学の未来

像-（茨城県つくば市）において、船田会長が循環型社会の構築のための生態工学会の使命と

貢献について講演されるとともに、他学会代表とのパネルディスカッションに参加した。 

 

(4) 第67回宇宙科学技術連合講演会（共催） 

日  時：2023年10月17日（火）～10月20日（金） 

会  場：富山国際会議場・ANAクラウンホテル富山（富山県富山市） 

オーガナイズドセッション：「宇宙で生きる！ ～宇宙居住と物質循環～」 

特記事項：3年ぶりのリモート無、対面のみの学会であった。参加者は1600人以上と思われ、昨年よりも300

人以上大幅に増加したようである。「宇宙で生きる！」ではECLSSに関する17件の発表が有った。

Gatewayへ搭載予定のCO2除去装置、微量有害ガス制御装置、圧力制御装置の発表もあり、国



内では初めての発表だと思われる。会場からは非常に多くの質問があり、活気のある学会発表

であった。企業の展示も多く宇宙開発の大きなうねりを感じる学会であった。 

 

(5) 日本マイクログラビティ応用学会 第 35回学術講演会 JASMAC-35 

日  時：2023年10月25日(水)～10月27日(金) 

会  場：沖縄産業支援センター(一部オンライン開催)  
特記事項：10月 26日（木）にオーガナイズドセッション「ECLSS・宇宙惑星居住」において、下記 

の口頭発表を 3件実施し、活発な議論が行われた。 

「有人宇宙学：宇宙移住のための３つのコアコンセプト」 

山敷庸亮、京都大学・SIC有人宇宙学研究センター代表 

「宇宙海洋と宇宙養殖の概念」 

遠藤雅人、東京海洋大学 

「人工重力と月面・火星での居住施設」 

大野琢也、鹿島建設 

 

(6) 定例研究会 

第1回定例研究会 

日 時 ：2023年5月31日 

タイトル：成層圏微生物から惑星保護へ 

   演者  ：電力中央研究所サステナブルシステム研究本部 

気象・流体科学研究部門 三木健司 氏 

 

第2回定例研究会 

日 時 ：2023年11月1日 

タイトル：ペロブスカイト太陽電池の界面処理技術 

演者  ：産業技術総合研究所 ゼロエミッション国際共同研究センター 

         有機系太陽電池研究チーム  古郷敦史 氏 

  

第3回定例研究会 

日 時 ：2024年2月8日 

タイトル：ゲノム科学で探る生態系を構成・維持するために必要不可欠な生物・遺伝子 

演者  ：かずさDNA研究所 先端研究開発部  

         植物ゲノム・遺伝学研究室  白澤健太 氏 

 

 

2024年度企画委員会事業計画 

 

下記の計画が発表された。 

 

(1) 日本地球惑星科学連合2024年大会（合同開催） 

日  時：2024年5月26日（日）～5月31日（金） 

会  場：幕張メッセ、オンライン（ハイブリット方式） 

主  催：日本地球惑星科学連合 

特記事項：5月26日（日）にセッション「圏外環境における閉鎖生態系と生物システムおよびその応用」にお

いて、口頭発表とポスター発表を実施する。 

 

(2) 2024年度生態工学会年次大会（主催） 

日  時：2024年6月29日（土）～6月30日（日） 

会  場：愛媛大学 

特記事項：6月28日にエクスカーション、29日に総会、表彰式、一般公開シンポジウムを実施する。29日、30

日に口頭とポスターの研究発表、オーガナイズドセッション4件を設ける。 

 

(3) 日本マイクログラビティ応用学会 第35回学術講演会 JASMAC-35（協賛） 



日  時：2024年9月10日(火)～9月12日(木) 

会  場：同志社大学室町キャンパス寒梅館  

特記事項：オーガナイズドセッション「宇宙惑星居住・ECLSS」を実施予定 

 

(4) 第68回宇宙科学技術連合講演会（共催） 

日  時：2024年11月5日（火）～11月8日（金） 

会  場：姫路市文化コンベンションセンターアクリエ ひめじ（兵庫県姫路市） 

特記事項：オーガナイズドセッション「宇宙で生きる！～宇宙居住と物質循環～」を実施予定 

(5) 第2回 生態工学オンラインシンポジウム（主催） 

日  時：未 定  

会  場：オンライン 

テーマ：食をキーワードに資源循環や生態系、脱炭素などと絡めた内容を検討する。   

特記事項：全国からの聴講が期待できるため、本年度もオンラインでの開催とする。 

 

(6) 定例研究会 

第1回定例研究会 

日 時 ：5月29日（第1回理事会後） 

タイトル：最小の植物病原体ウイロイド 

   演者  ：（国研）農研機構 植物防疫研究部門 

            上級研究員 松下陽介氏 

 

※ 第2回以降も理事会後に実施する予定。  

 

以上 
 



【表彰委員会】 

2023年度表彰委員会活動報告 

 

下記のように報告がなされた。 

 

(1) 表彰式の実施 

2023年 6月 24、25日に高崎健康福祉大学で開催された 2023年度年次大会にて、以下の通り表彰した。 

 

【生態工学会賞（学術賞）】 

中根 昌克  氏 

 「生態工学分野への工学的手法の応用に関する研究」 

 

【生態工学会賞（功労賞）】  

加藤 浩 氏 

 「生態工学会初のオンライン年次大会の盛会および委員会活動に対する功績」 

 

【奨励賞】 

島田 明典 氏 

 「低圧環境下におけるトレニア‘ドワーフブルー’の生育と花芽形成」 

 

優秀講演賞 

佐久間 哲 殿 

「持続可能な水耕栽培の実現に向けたメタン発酵消化液利用の検討 

〜好酸性硝化によるリンの利用可能性の向上〜」 

 

地子 智浩 殿 

「再エネ活用植物工場におけるエネルギー自給自足の取組みと課題」 

 

齋藤 洸太 殿 

「植物工場における光学シミュレーションを用いたコマツナ葉光合成速度推定の妥当性検 

証」 

 

高瀬 由杏 殿 

「地上と擬似微小重力環境で栽培されたトマト種子の形態と種子内主要元素の分布」 

 

(2) 被表彰者の選考 

2024年度被表彰候補者について審議し、以下の通り選考した。 

 

【論文賞】 

 掛川 寿夫 氏 

 「高濃度 6価クロム含有メッキ工場排水の簡易的処理方法」（34巻 4号） 

 

 

 

 

【奨励賞】 

オン 碧 氏 

 「Contribution of extracellular substances to cell protective abilities against UV radiation and  

differentiation of germination, vegetative cells and hormogonia, during their life cycle in  

Nostoc sp. HK-01 （Nostoc sp. HK-01の生活環における細胞外物質の紫外線防御と発芽 

と細胞分化への貢献）」（35巻 1号） 



 

【奨励賞】 

風岡 菜月 氏 

「育苗施設におけるワサビ苗の生育におよぼす環境影響評価およびそれに基づく静岡県 

近郊におけるワサビ生産適地の探索」（35巻 2号） 

 

【奨励賞】 

坂口 直己 氏 

「店頭生育維持システムにおける光環境の違いがスイートバジルの香りに及ぼす影響の評 

価」（35巻 3号） 

 

 

2024年度表彰委員会事業計画 

 

下記の計画が発表された。 

 

(1) 表彰式の実施 

2024年 6月 29日の総会後に表彰式を行ない、2024年度被表彰者を表彰する。 優秀講演 

賞については全発表が終了した後、表彰委員会の選考を経て、表彰する。 

 

(2) 被表彰者の募集と選考 

各賞の被表彰者の募集および候補者の選考を表彰規定に基づき実施する。 

 

以上 
 



【広報委員会】 

2023年度広報委員会活動報告 

 

下記のように報告がなされた。 

 

(1) SEE Quick（メール配信）の運営 

SEE Quick配信依頼に対する取り扱い方法の運用を通して、会員および関連学会からの情報の速やかな配

信業務が成し遂げられ、2023年 4月 1日から 2024年 3月 31日までに 80回（2250より 2329号）情報提供

を行った。 

配信内容としては、学会主催のイベントの開催案内の他、関連学協会からの団体からのお知らせ、および

会員からのイベント開催案内、ならびに公募情報等であった。 

  

(2) ホームページの内容の更新 

会員および一般の方へ、生態工学会の情報伝達を迅速に行うことを目的に、ホームページのコンテンツ確

認作業を行い、適宜内容を更新した。 

 

(3) 生態工学会リーフレットの改訂 

生態工学会リーフレットの記載内容（第 12期役員名簿等）の改訂を行い、HP内の内に掲載した。また、農業

環境工学関連学会 2023 年合同大会（つくば）会場にて、リーフレットを配布し、生態工学会の認知度向上に

努めた。 

 

2024年度広報委員会事業計画 

 

下記の計画が発表された。 

 

(1) SEE Quick配信（メール配信）の運営 

円滑な SEE QUICKの配信業務を行うとともに、問題点などを検証し改善に努める。 

また、会員からの有用な情報を迅速に配信できる体制を維持する。 

 

(2) ホームページの内容の更新 

迅速なHPの内容の更新と整備を行い、会員および一般の方への情報提供を行う。また、HPコンテンツ拡充

のため、他学会 HP等の内容を調査し、当学会 HPの充実・改善に努める。 

 

(3) 生態工学会リーフレットの改訂 

生態工学会リーフレットの内容を適宜見直し改訂を行うとともに、ホームページに掲載する。 

 

以上 
 

 

 

 



【国際委員会】 

    2023年度国際委員会活動報告 

 

下記のように報告がなされた。 

 

特記事項なし。 

 

 

    2024年度国際委員会事業計画 

 

下記の計画が発表された。 

 

特記事項なし。 

以上 
 

 

 

 

【次世代科学社会活性化委員会】 

       2023年度次世代科学社会活性化委員会活動報告 

 

下記のように報告がなされた。 

 

【活動】 

引き続き、男女共同参画学協会連絡会の運営委員として活動を継続している。生態工学会は、男女共同参画

学協会連絡会内で、日本宇宙生物科学会と供に、「男女共同参画学協会連絡会」に関する問題洗い出し WG活

動を行っている。NAGOMI会も同様に継続している。2023年度後半より総務委員会の協力を得て個別 zoomを

利用している。引き続き活動する。 

 

 

       2024年度次世代科学社会活性化委員会事業計画 

 

下記の計画が発表された。 

 

【体制】 

第 2期任期途中ではあるが、2024年度に向けての委員会内体制について話し合いを行った。当委員会の跡見

順子先生を生態工学会の顧問として推薦・予定したい（内諾）。現在委員長の横谷が当委員会委員長を退き、

当委員会のアドバイザーとして助言をしながら活動を継続したい。そこで、現在副委員長の加藤浩先生を委員

長に推薦し、現在その予定で進めている。また昨年度入会された安部智子氏を理事に推薦したい。また、追加

理事、委員会メンバとしたい。委員会メンバが記載されていなかったことから改めて活動メンバを確認している。 

⇒上記にて提案された役員推薦および変更については、後日メール理事会で審議を行うことと 

なった。 

 

・次世代科学社会活性化委員会 2024年度からの体制 

委員長 加藤浩（三重大学）（横谷から交代） 

副委員長 清水美穂、新井真由美、木村駿太 

アドバイザー 横谷香織 

委員メンバ（追加委員メンバを含む） 加藤浩、清水美穂、新井真由美、木村駿太、遠藤良輔、遠藤雅人、跡見

綾、安部智子（2024年 5月 24日現在）（随時協力委員を受け入れる）。 

当委員会は、世代や性別等を区別することなく、広く互いに知り合う会として、引き続き活動していく予定である。

委員会活動は、協力者を随時求めている。 

以上 



【産学連携委員会】 

2023年度産学連携委員会活動報告 

 

下記のように報告がなされた。 

 

【｢食は未来の健康への投資】シンポジウム開催】 

産学連携委員会と関西支部の主催で食と健康をテーマとしたシンポジウムを下記のとおりにオンラインで開催し

た。(約 60名あまりのお申し込み、ご参加をいただいた。) 

・日時：2024年 3月 7日㈭ 14:00～16:00 

・場所：オンライン(zoom)開催 

・受講対象：生態工学会会員・同賛助会員企業ほか関係学会・機関、ご関心のある皆様 

・主催：生態工学会 産学連携委員会、関西支部 

・内容： 

・話題提供、講演 (14:05～15:20) 

・｢美味しさの感性評価｣   

住化分析センター大阪ラボラトリー  副所長 松岡康子氏 

・｢植物工場野菜の成分、香り｣  

大阪公立大学大学院農学研究科 准教授 山口 夕氏 

・「食健幸プロジェクト」  

神戸大学医学部附属病院栄養管理部部長／糖尿病・内分泌内科 

特命講師 高橋路子氏 

・パネルディスカッション(15:25～15:55) 

・ファシリテーター 生態工学会 関西支部長 伊能利郎 

・パネラー   上記講演者＋ダイキンアプライドシステムズ食品エンジＧ 佐藤道男氏 

 

【コメント】 

・日本農業気象学会近畿支部との合同シンポジウムは本年度の開催はされなかったが、次年度は開催を目指

したい。 

・新しく企画した食と健康をテーマとしたオンラインによるシンポジウムには、多方面からのご参加をいただき、食

と健康をテーマとした異分野のスペシャリストによる講演は｢大変興味深く聴講出来た｣と好評であった。 

・第二弾開催を望む声も多数聞かれたことから、支部イベントだけではなく、全国の学会員の皆様にもご聴講、

ご意見をいただく機会を設け、内容のブラッシュアップを図り、本テーマが継続して取り組み出来る仕組みづく

りも構築していきたい。 

 

2024年度産学連携委員会事業計画 

 

下記の計画が発表された。 

 

【食と健康シンポジウム開催】 

 昨年度、好評だった食と健康をテーマにしたシンポジウムを本年度も継続して開催したい。 

 

以上 
 

 



【将来構想担当委員会】 

    2023年度将来検討委員会活動報告 

 

下記のように報告がなされた。 

 

 
図 1 2024 年現在における，入会年度ごとの在会・休会・退会の状況（1988〜2023）。その年度に入会した会員

が，現在どの区分（在会・休会・退会）に属しているかを示している。例：1988年には 72名の入会があった。その

うち，現在の在会者は 15名，休会者は 20名，退会者は 37名であった。 

 

 
図 2 2024年現在における，入会年度ごとの在会者の会員種別 

 



 
図 3 2024年現在における，所属住所が判明している在会会員の国内分布 

 

 

以上 
 

 

 



【宇宙事業推進担当委員会】 

2023年度宇宙事業推進担当委員会活動報告 

 

下記のように報告がなされた。 

 

(1) 宇宙事業推進委員会からの情報提供として、生命維持、宇宙居住を中心とした宇宙技術、ビジネスに関連

するニュース、イベント、助成金等の情報を SEE Quickで配信した。（第 9回：2024/4/11） 

 

(2) CELSS 委員会と協力し、2024/6/29-30 に開催が予定されている 2024 年次大会でのオーガナイズドセッシ

ョンを以下の通り企画検討中。 

[OS名称]宇宙での食料生産 

[発表内容] 

「食料生産の社会実装」宮嶋宏行（国際医療福祉大学）  

「宇宙栄養・食料学」二川健（徳島大学） 

「地球と火星における持続可能な農業の構築：ARCS技術の応用」丹賀直美（合同会社 

ARCS） 

「袋型培養槽を用いた月面及び軌道上における野菜栽培システムの検討」天野 健太郎 

（株式会社竹中工務店） 

 

 

2024年度宇宙事業推進担当委員会事業計画 

 

下記の計画が発表された。 

 

(1) 今後の活動計画 

① 生命維持、宇宙居住に関するニュース、イベント情報、助成金・補助金情報等の情報収 

集を行い、SEE Quickで数ヵ月に１回程度定期的に配信する。  

② CELSS委員会と協力し、2024年次大会においても宇宙居住関連の OSの企画を進め 

る。 

③ NPO法人日本火星協会等と協力して、月・火星居住をメインテーマとしたシンポジウム 

を検討・企画する。 

④ 今後の活動の参考とするため、宇宙関連の他学会の事業推進委員会の活動内容を調 

査する。 

 

以上 



 

【各支部活動】 

2023年度各支部活動報告 

 

下記のように報告がなされた。 

 

【北海道・東北支部】 

特筆事項なし 

 

【東海支部】 

東海地区の他学会の支部との合同開催を模索したが、昨年度は開催できなかった。 

 

【関西支部】 

【日本農業気象学会近畿支部との合同シンポジウム開催】 

・本年度は日本農業気象近畿支部の一般発表会の発表件数が多く見込まれたため、 

生態工学会との共催シンポジウムは実施せず。 

 

【｢食は未来の健康への投資】シンポジウム開催】 

産学連携委員会と関西支部の主催で食と健康をテーマとしたシンポジウムを下記のとおりにオンラインで開催し

た。(約 60名あまりのお申し込み、ご参加をいただいた。) 

・日時：2024年 3月 7日㈭ 14:00～16:00 

・場所：オンライン(zoom)開催 

・受講対象：生態工学会会員・同賛助会員企業ほか関係学会・機関、ご関心のある皆様 

・主催：生態工学会 産学連携委員会、関西支部 

・内容： 

・話題提供、講演 (14:05～15:20) 

・｢美味しさの感性評価｣   

住化分析センター大阪ラボラトリー  副所長 松岡康子氏 

・｢植物工場野菜の成分、香り｣  

大阪公立大学大学院農学研究科 准教授 山口 夕氏 

・「食健幸プロジェクト」  

神戸大学医学部附属病院栄養管理部部長／糖尿病・内分泌内科 

特命講師 高橋路子氏 

・パネルディスカッション(15:25～15:55) 

・ファシリテーター 生態工学会 関西支部長 伊能利郎 

・パネラー   上記講演者＋ダイキンアプライドシステムズ食品エンジＧ 佐藤道男氏 

 

【コメント】 

・日本農業気象学会近畿支部との合同シンポジウムは本年度の開催はされなかったが、次年度は開催を目指

したい。 

・新しく企画した食と健康をテーマとしたオンラインによるシンポジウムには、多方面からのご参加をいただき、食

と健康をテーマとした異分野のスペシャリストによる講演は｢大変興味深く聴講出来た｣と好評であった。 

・第二弾開催を望む声も多数聞かれたことから、支部イベントだけではなく、全国の学会員の皆様にもご聴講、

ご意見をいただく機会を設け、内容のブラッシュアップを図り、本テーマが継続して取り組み出来る仕組みづく

りも構築していきたい。 

 
 

 

 

【中国・四国支部】 

日本生物環境工学会四国支部主催の講演会に共催した。 

 時間: 2023年 6月 10日（土） 13:30-15:00 

 URL: https://kagawa-u-ac-jp.zoom.us/j/88097014704 

https://kagawa/


 ミーティング ID: 880 9701 4704 

 講演タイトル：「植物生産における緑色光照射技術（仮）」 

 講    師： 株式会社四国総合研究所 工藤りか 氏   
 

【九州・沖縄支部】 

・日本農業気象学会九州支部の後援（鹿児島大学農学部，2023年 12月） 

・継続的な会員募集 

 

2024年度各支部事業計画 

 

下記の計画が発表された。 

 

【北海道・東北支部】 

特筆事項なし 

 

【東海支部】 

日本農業気象学会東海・北陸支部や生物環境工学会東海支部、園芸学会東海支部との合同開催に向けて検

討し、支部発表会を何らかの形で開催する。 

 

【関西支部】 

【合同シンポジウム開催】 

2024年度は日本農業気象学会近畿支部との合同シンポジウムを開催したい。 

(11月末～12月上旬) 

 

【食と健康シンポジウム開催】 

昨年度、好評だった食と健康をテーマにしたシンポジウムを本年度も継続して開催したい。 

 

【中国・四国支部】 

(1) 2024生態工学会年次大会（愛媛大会）の実施 

愛媛大学の会員・関連する分野の教員を中心に実行委員会を立ち上げ、下記のように実施予定である。 

【開催日時】2024 年 6 月 2８日（金）～ 30日（日） 

【会  場】愛媛大学樽味キャンパス農学部大講義室 

           〒790-8566 愛媛県松山市樽味 3-5-7 

 

6/28（金）にエクスカーションを実施し、29（土）から 30（日）にかけて一般発表、オーガナイズドセッション、ポスタ

ー発表を実施する。 

29（土）の午後には、「一般公開シンポジウム」、「懇親会」を実施します。 

 

(2) 日本生物環境工学会四国支部主催の講演会に共催予定 

(3) その他 

【九州・沖縄支部】 

・他学会（近隣分野）九州支部との共同企画の検討（後援，共催など） 

・継続的な会員募集 

・支部活動の在り方の検討 

以上 



 
2023年度会計報告・2024年度会計監査報告 

 

下記のように決算の報告がなされた。 

 

 
 

※収支報告書につきましてはただいま会計監査手配中です。 



【2024生態工学会 年次大会】 

2024 生態工学会年次大会(松山大会）準備状況 

 

下記のように報告がなされた。 

１． 大会概要 

【日 程】 6 月 29 日（金）～30 日（日） 

【会  場】愛媛大学樽味キャンパス（愛媛県松山市樽味 3-5-7） 

農学部大講義室（メイン会場）：総会、表彰式、口頭研究発表、OS、 

特別講演会（ハイブリット開催：リモート参加可能） 

アグリン（生協）2F アクティブラーニングルーム ：ポスターセッション 

編集委員会： 講義棟 13 番教室

受付：講義棟  11 番教室 

 

【タイムテーブル】 

 

 

 

 

 

12:00-13:00 昼食/編集委

員会 

 

12:40-13:40 昼食 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【昼食】 大学内食堂は営業しておりません。会場周辺のレストラン、食堂をご利用ください。 

【大会組織（敬称略）】 

大会委員長：仁科弘重（愛媛大）実

行委員長：羽藤堅治（愛媛大） 

実行委員：遠藤雅人（東京海洋大）、小林 修 （愛媛大）、高山弘太郎（愛媛大・豊橋技術科学大）、

田村治美（ ICU）、土肥哲哉（日本有機資源協会）、中根昌克（日大）、 

鍋嶋絵里（愛媛大）、藤内直道（愛媛大）、細井文樹（東大）、増田篤稔（玉川大）、寺添  斉

（電中研、事務局） 

【協賛依頼】16 団体 

２． 主要行事 

【一般研究発表】口頭発表 12 件（高校生 1 名含む）、ポスター発表 14 件

講演論文賞エントリー 18件 

6月28日（金） 6月29日（土） 6月30日（日） 

 

 

 

 

 

 

 

エクスカーション 

8:00 受付 8:00 受付 

8:45-8:50 開会挨拶 
08:50-10:0

5 

口頭発表セッション02（5件） 8:50 
-10:35 口頭発表セッション01（7件） 

10:10-11:3

0 

OS3 循環型社会構築の展望と課
題循環型社会構築委員会 10:35-10:4

5 
休憩 

10:45-12:0

0 

OS１ 食と健康の未来を考え

る関西支部・産学連携委員会 

11:30-11:40 休憩 

11:40-12:4

0 

ポスターセッションコアタイム 
  

    

14:00 農学部集合 
13:00-13:5

0 

総会 
  

14:00 
-15:00 

愛媛大学植物工場
研究センター視察 13:40-14:4

0 

OS4 日本を元気にするNPOの活動（その

2） 
13:50-14:1

0 
学会賞表彰式 

15:00 農学部解散 
14:10-15:2

0 

OS２ 宇宙での食料生産 
宇宙事業推進委員会、CELSS委員会 

14:40-15:00 講演論文賞表彰式・閉会式 

  

15:20-15:3
0 

休憩 

15:30-17:3

0 

一般公開シンポジウム 
「中山間地域と里山の持続性に貢献

する農林業DX」 

17:30-18:4

5 

1日め終了/バス移動 

18:45-20:4

5 

懇親会 vala KIELO 
（愛媛県松山市大街道1丁目1-8） 

 



【オーガナイズドセッション】 4件 

OS1 6 月 29 日（土） 10：45～12：00（75 分）  

タイトル：食と健康の未来を考える 

オーガナイザー：伊能利郎(㈱ダイキンアプライドシステムズ設計本部) 発表件数：４件 

 

OS２ 6 月 29 日（土） 14：10～15：30（70 分）  

タイトル：宇宙での食料生産 

オーガナイザー：広崎朋史、宮嶋宏行、桜井誠人（宇宙事業推進委員 
会、CELSS 委員会） 

発表件数：４件 

 

OS3 6 月 30 日（日） 10：10～11：30（80 分）  

循環型社会構築の展望と課題 

オーガナイザー：土肥哲哉、北宅善昭（循環型社会構築委員会） 発表件数：４件 

 

OS4 6 月 30 日（日） 13：40～14：40（60 分）  

日本を元気にする NPO の活動（その２） 

オーガナイザー：篠崎正利（NPO 法人蔵前バイオマスエネルギー） 発表件数：５件 

【一般公開シンポジウム】 6 月 29 日（土） 15:30～17:30 

テーマ：「中山間地域と里山の持続性に貢献する農林業 DX」（仮）会場：

愛媛大学農学部大講義室 

時間：第一部 45分，第二部 45分，パネルディスカッション 30分 

登壇者（予定）：小林修，羽藤堅治，高山弘太郎，藤内直道（愛媛大学大学院農学研究科），他数名 

 

【懇親会】 6 月 29 日（土）18：45～20：45 
会場：vala KIELO（愛媛県松山市大街道 1 丁目 1-8、伊予鉄松山市駅近く：徒歩 10 分） 
愛媛大学農学部からのアクセス：バス停「愛大農学部前」から伊予鉄バス 8 番線 JR 松山駅前行き乗車， 

バス停「大街道口」下車，徒歩 2 分 
 

時刻表 乗車 下車 

バス停 愛大農学部前 大街道口 

時刻 

17:12 17:25 

17:42 17:55 

18:12 18:25 

 

３． エクスカーション 

愛媛大学植物工場研究センター見学ツアー 
日時：2024 年 6 月 28 日(金) 14：00－15：00 

場所：愛媛大学農学部内 植物工場研究センター 

参加費無料 

先着 20 名様まで（参加人数が限られておりますので、なるべく１団体１名様でお願いします） 

申込先：大会 HP の申し込みフォームより 

４. 登録状況（5/27 日時点） 

参加登録：42、懇親会：25、エクスカーション：5 

以上 



2024年度会計予算案 

 

下記のように予算案が報告された。 

 


